
応募
方法

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内（未発表のものに限る）。はがきに作品・住所・氏名・
応募する壇名をはっきり書き、〒 989-0292　白石市大手町１- １白石市総務課へ。はがき一
枚に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月 15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（ koho@city.shiroishi.miyagi.jp）

㉄農林課　☎22-1253

フレッシュマーケットS h i r o i s h i  M a r k e t

～地元農産物の魅力を発信～
　地元の農産物や直売所などの魅力をお届けします。
　～白石市農産物直売所連絡協議会は、地産地消を推進！～
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市内の農産物
直売所情報▶

「里芋」に栄養と歴史あり！
　縄文時代に伝わったとされる里芋は、日本ではお米より先に主食
とされていた歴史ある野菜で、市内でも昔から作られています。「白
石三白野菜」のひとつである里芋の品種「土

ど

垂
だれ

芋
いも

」は、粘り気とほ
くほくとした食感を楽しむことができ、煮崩れしにくいので汁物や
煮っ転がしに最適です。
　また、里芋は高血圧やむくみ予防、胃の粘膜保護などに役立つと
言われ、食物繊維も豊富なため、健康上の効果が期待できます。栄
養満点の里芋料理で温まりながら、寒い季節を乗り切りましょう！

▲�「土垂芋」の見た目は、コロンとした
膨らみのある楕

だ

円
えん

形
けい

が特徴です

白石城天守閣でお茶を一服
白石城開門30周年記念事業「第27回白石城茶会」

　９月21日、白石城で秋の恒例行事の市民茶
会「第27回白石城茶会」が開催されました。
　席主に江戸千家十一世家元川

かわ

上
かみ

閑
かん

雪
せつ

宗匠をお
迎えし、参加者は天守閣１階で点心と地酒を堪
能。その後２階に移動し、濃茶をいただきまし
た。参加した皆さんは、白石城の歴史に思いを
馳
は

せながらお茶を楽しんでいました。

ゲームで親子の絆を深める
109-one「親子まつり」

　10月11日、鬼小十郎まつりに合わせ、移住
交流サポートセンター109-oneで「親子まつ
り」が開催されました。会場には輪投げや射的
など手作りの７種類のゲームを用意。多くの親
子が来場し、ゲームを楽しんでいました。
　また、この日は白石市応援学生団体「のび
shiro」のメンバーも会場を盛り上げていました。

▲天守閣で濃茶を堪能する参加者

百歳体操で元気長続き！
第６回白石市いきいき百歳体操大交流会

　10月10日、ホワイトキューブで「第６回白
石市いきいき百歳体操大交流会」を開催しまし
た。この日は、市内の通いの場など27団体か
ら約160人が参加し、立ち上げから10年を迎
える８団体の表彰が行われました。参加者は音
楽に合わせて体を動かしながら、笑顔で交流を
楽しみ、和やかなひとときとなりました。

▲みんなで息を合わせて元気に体操！

秋空に園児の歓声響く
みのり保育園の園児がサツマイモ掘り体験

　10月８日、みのり保育園の４歳から６歳の
園児35人がサツマイモ掘りを体験しました。
同園では食育の一環として、畑を借りてサツマ
イモを栽培。地域の協力もあり、この日は大き
く育ったサツマイモ約150キロを収穫しまし
た。体験した園児たちは「大きなおいもがたく
さんとれた！」と歓声を上げていました。

▲楽しそうにサツマイモを掘る園児たち。たくさん収穫しました！

▲ゲームを楽しむ子どもたち。多くの親子が来場しました
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